
宿泊ソリューション事業を推進ＪＴＢ旅連事業

リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
保
険
事
業
や
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で

宿
泊
施
設
の
経
営
安
定
化
と
課
題
解
決
に
貢
献

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
保
険

宿
泊
需
要
の
回
復
に
伴
い
、リ
ス
ク
も
変
化

宿
泊
業
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
に
幅
広
く
対
応

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
一
括
加
盟
店
決
済
サ
ー
ビ
ス


種
類
以
上
の
決
済
手
段
に
対
応

Ａ
Ｉ
搭
載
ア
ン
ケ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

ア
ン
ケ
ー
ト
評
価
が
急
上
昇

セ
コ
ム
Ａ
Ｅ
Ｄ
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

オ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
で
操
作
者
の
負
担
を
軽
減

Ｅ
Ｖ
充
電
器
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス

設
置
・
工
事
ゼ
ロ
円
、充
電
使
用
料
の
還
元
も

外
国
人
雇
用
紹
介
サ
ー
ビ
ス

人
手
不
足
課
題
の
解
決
に
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Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
は
創
業
以
来
「
最
も
信
頼
さ

れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館

ホ
テ
ル
連
盟
会
員
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の

宿
泊
施
設
へ
、
よ
り
良
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
続
け
る
こ
と
を
経
営
理
念
と
し
て
い
る
。
宿

泊
施
設
を
取
り
巻
く
日
々
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
保
険
に
よ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ン
グ
を

提
案
す
る
保
険
代
理
業
の
領
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
人
手
不
足
」
「
生
産
性
」
「
デ
ジ
タ
ル
」
「
食

の
安
全
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
宿
泊
施
設
の
ニ
ー

ズ
を
捉
え
た
有
益
な
情
報
と
課
題
解
決
に
資
す
る

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を
進
め
て
い
る
。

宿
泊
施
設
の
人
手
不
足
の

課
題
解
決
策
と
し
て
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
旅
連
事
業
は「
外
国
人
材
」

の
活
用
を
提
案
し
て
い
る
。

外
国
人
材
の
活
用
に
向
け

て
、
宿
泊
施
設
と
外
国
人
材

業
者
を
つ
な
ぎ
、
施
設
と
外

国
人
求
職
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
促
進
し
て
い
る
。

昨
年
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
促

進
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
「
Ｊ
Ｏ
Ｂ
フ

ェ
ア
」
と
し
て
、
外
国
人
求

職
者
向
け
の
宿
泊
施
設
の
合

同
説
明
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
て
、
施
設
の
紹
介
や

魅
力
、
待
遇
な
ど
の
ア
ピ
ー

ル
の
場
の
設
定
を
し
た
。
ま

た
続
け
て
「
マ
ッ
チ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
」
を
同
じ
く
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
て
、
外
国
人

の
自
己
Ｐ
Ｒ
や
個
別
面
談
を

実
施
し
た

外
国
人
材
の
活
用
は
、
人

手
不
足
の
解
消
に
よ
る
宿
泊

業
の
持
続
的
な
発
展
と
と
も

に
、
多
様
性
の
あ
る
人
材
の

活
用
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推

進
）
の
観
点
で
、
宿
泊
業
に

お
い
て
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や

提
供
価
値
を
創
造
す
る
風
土

の
醸
成
に
も
寄
与
す
る
。

今
後
も
、
外
国
人
採
用
・

雇
用
に
つ
な
が
る
有
益
情
報

の
発
信
と
と
も
に
、
宿
泊
施

設
と
外
国
人
を
つ
な
げ
る
機

会
（
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
）

を
継
続
的
に
設
定
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
人
手
不
足
の

課
題
を
持
つ
多
く
の
宿
泊
施

設
に
ぜ
ひ
参
加
を
検
討
し
て

ほ
し
い
。

Ｅ
Ｖ
充
電
器

今
後
、
急
速
に
電
気
自
動

車
（
Ｅ
Ｖ
・
Ｈ
Ｅ
Ｖ
車
）
が

普
及
し
、
Ｅ
Ｖ
・
Ｈ
Ｅ
Ｖ
車

ユ
ー
ザ
ー
が
年
々
増
加
し
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

宿
泊
施
設
の
駐
車
場
に
Ｅ
Ｖ

充
電
器
が
あ
る
か
な
い
か

が
、
宿
泊
予
約
の
選
択
基
準

に
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
。Ｊ

Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
で
は
、

Ｅ
Ｖ
充
電
器
の
導
入
の
た
め

の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。
国

の
補
助
金
の
活
用
に
よ
る
充

電
器
の
無
償
貸
与
や
、
充
電

使
用
料
の
宿
泊
施
設
へ
の
一

部
還
元
な
ど
、
導
入
施
設
の

メ
リ
ッ
ト
も
多
く
あ
る
。

導
入
プ
ラ
ン
は
２
種
類
あ

り
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
会
員
施

設
専
用
の
プ
ラ
ン
と
し
て
、

宿
泊
施
設
は
設
置
場
所
と
電

気
料
金
を
負
担
す
る
こ
と

で
、
月
額
利
用
料
無
料
、
充

電
売
り
上
げ
１
時
間
あ
た
り

２
７
５
円
を
差
し
引
い
た
金

額
を
還
元
す
る
プ
ラ
ン
と
、

設
置
場
所
の
み
用
意
し
て
電

気
料
金
は
取
り
扱
い
業
者
負

担
と
し
て
宿
泊
施
設
へ
の
充

電
売
り
上
げ
還
元
の
な
い
プ

ラ
ン
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｖ
車
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
情

報
発
信
や
宿
泊
販
売
に
つ
な

が
る
だ
け
で
な
く
、
施
設
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
脱
炭
素
社
会
へ

の
貢
献
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て

ほ
し
い
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
保
険
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト

ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ

ｔ
ｅ
ｒ
ｍ
ｉ

ｎ
ａ
ｌ
（
左
）
と
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ

ａ

ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ
ｅ
（
三
井

住
友
カ
ー
ド
提
供
）

宿
泊
施
設
に
お
け
る
宿
泊

代
金
や
売
店
販
売
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
は
通
常
、
各

決
済
事
業
者
と
の
個
別
の
契

約
、精
算
が
必
要
と
な
る
が
、

同
サ
ー
ビ
ス
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
一

括
し
て
各
決
済
事
業
者
と
の

契
約
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
ク
ー
ポ
ン
精
算
と

一
緒
に
効
率
的
に
精
算
で
き

る
。ま
た
、一
括
で
契
約
す
る

こ
と
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
実
現
す
る
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
手
数
料
率
で
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
利
用

で
き
る
の
で
、
多
く
の
宿
泊

施
設
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

決
済
端
末
は
、
昨
年
秋
に

最
新
の
機
器
へ
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。新
端
末「
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ

ｔ
ｅ
ｒ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｌ
」
で
実

現
し
た
機
能
は
、次
の
通
り
。

①
１
台
で

種
類
以
上
の

カ
ー
ド
、
電
子
マ
ネ
ー
、
コ

ー
ド
決
済
に
対
応
し
た
オ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
の
端
末
。
据
置

型
に
加
え
、
新
た
に
ハ
ン
デ

ィ
型
の
端
末「
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ

ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ
ｅ
」も
選
べ
る
。

②
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
後
の

金
額
変
更
、取
り
消
し
は
、以

前
は
電
話
で
行
う
必
要
が
あ

っ
た
が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
操
作

が
可
能（

時
間
対
応
）に
。

③
一
部
の
自
動
精
算
機
と

連
動
可
能
と
な
り
、
お
得
な

手
数
料
率
の
適
用
や
、
便
利

な
一
括
精
算
に
対
応
。

Ａ
Ｉ
搭
載
ア
ン
ケ
ー
ト
シ

ス
テ
ム「
Ｍ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」は
、

紙
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
デ
ジ
タ

ル
化
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
客

が
滞
在
中
に
即
時
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
が
可
能
に
。
こ
れ
に

よ
り
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時

の
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な

り
、
顧
客
満
足
度
と
リ
ピ
ー

タ
ー
率
の
向
上
に
直
結
。
Ｎ

Ｐ
Ｓ
と
顧
客
満
足
度
を
分
析

し
、
具
体
的
な
改
善
策
を
提

案
す
る
た
め
、
実
際
の
サ
ー

ビ
ス
改
善
に
役
立
つ
。

セ
コ
ム
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
レ
ン
タ

ル
は
維
持
管
理
も
重
視
し
た

サ
ー
ビ
ス
と
オ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
機
能
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
質
量
１
・
１
㌔
の
軽

量
コ
ン
パ
ク
ト
ボ
デ
ィ
に
加

え
、
自
動
的
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
る
オ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
機
能
に
よ
り
、
救
護
者
の

心
理
的
負
担
の
大
幅
な
軽
減

と
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
ら
れ

る
。
宿
泊
客
や
従
業
員
の
安

心
安
全
の
た
め
に
、
施
設
に

１
台
で
は
な
く
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
売
店
、
大
浴
場
、
各
宿

泊
フ
ロ
ア
な
ど
、
複
数
台
の

設
定
も
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
、
「
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
サ
ー
ビ
ス
」
の
紹
介
を

新
た
に
開
始
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
保
険
は
Ｊ

Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟

の
「
会
員
専
用
」
の
団
体
保

険
と
し
て
１
９
６
２
年
に
誕

生
以
来
、
旅
館
・
ホ
テ
ル

（
宿
泊
業
）
に
お
け
る
法
律

上
の
損
害
賠
償
責
任
が
生
じ

る
さ
ま
ざ
ま
な
事
故
・
ト
ラ

ブ
ル
に
備
え
る
「
リ
ス
ク
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ン
グ
（
リ
ス

ク
発
生
時
の
資
金
調
達
）」手

段
と
し
て
、
多
く
の
会
員
施

設
が
加
入
し
て
い
る
。
創
業

以
来
、
会
員
施
設
の
さ
ま
ざ

ま
な
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
提
携

保
険
会
社
と
と
も
に
保
険
開

発
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

宿
泊
施
設
内
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
事
故
が
発
生
す
る
が
、

昨
年
来
の
宿
泊
需
要
の
回
復

に
伴
い
、
宿
泊
施
設
の
現
場

で
発
生
し
て
い
る
保
険
事
故

（
リ
ス
ク
）
に
も
変
化
が
現

れ
て
い
る
。表
の
①
の
通
り
、

宿
泊
者
の
過
失
に
よ
る
施
設

（
主
に
客
室
内
）
の
破
損
や

汚
損
事
故
が
増
え
て
い
る
。

当
該
宿
泊
客
が
自
身
の
過
失

を
認
め
る
こ
と
が
保
険
金
支

払
い
条
件
と
な
る
が
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
旅
ホ
連
保
険
の
「
宿
泊
客

個
人
賠
償
責
任
保
険
」
は
、

宿
泊
者
の
署
名
の
取
り
付
け

な
ど
煩
雑
な
手
続
き
は
原
則

不
要
で
、
有
用
性
が
高
い
保

険
と
し
て
、
加
入
施
設
か
ら

の
評
価
が
高
い
。
１
事
故
あ

た
り
の
支
払
限
度
額
も

万

円
、

万
円
、
１
０
０
万
円

の
三
つ
の
設
定
タ
イ
プ
か
ら

選
べ
る
。
近
年
の
事
故
で
は

大
型
テ
レ
ビ
や
、
洗
浄
機
能

付
き
の
便
器
や
客
室
の
バ
ス

タ
ブ
、
客
室
露
天
風
呂
な
ど

修
理
費
用
も
高
額
に
な
る
事

案
も
多
い
。
手
厚
い
補
償
が

準
備
で
き
る
こ
と
も
こ
の
保

険
の
優
位
性
の
高
さ
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
に
向
か

い
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
急
速

に
回
復
す
る
中
、
宿
泊
施
設

で
懸
念
さ
れ
る
の
が
「
ト
コ

ジ
ラ
ミ
被
害
」
の
リ
ス
ク
だ

（
表
の
②
）
。
客
室
で
宿
泊

客
が
ト
コ
ジ
ラ
ミ
に
刺
さ
れ

る
被
害
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

専
門
業
者
に
よ
る
ト
コ
ジ
ラ

ミ
駆
除
に
か
か
る
費
用
や
、

駆
除
作
業
期
間
の
客
室
売
り

止
め
に
よ
る
利
益
喪
失
も
宿

泊
施
設
に
と
っ
て
リ
ス
ク
と

な
る
。

ト
コ
ジ
ラ
ミ
は
一
般
的
な

殺
虫
剤
で
の
駆
除
は
難
し

く
、
駆
除
業
者
の
専
門
技
術

に
よ
る
駆
除
作
業
が
必
要
と

な
り
、
費
用
も
高
額
と
な
る

た
め
駆
除
費
用
担
保
保
険
が

役
に
立
つ
。
近
年
は
フ
ラ
ン

ス
や
韓
国
な
ど
で
異
常
発
生

し
て
社
会
的
な
問
題
に
も
な

っ
て
お
り
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連

保
険
の
補
完
保
険
と
し
て
設

定
し
て
い
る
ト
コ
ジ
ラ
ミ
関

連
特
約
の
加
入
申
し
込
み
が

増
加
し
て
い
る
。
実
際
に
被

害
の
あ
っ
た
施
設
か
ら
は
保

険
に
加
入
し
て
い
て
良
か
っ

た
と
の
言
葉
も
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

今
後
は
大
阪
万
博
を
は
じ

め
日
本
各
地
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
で
ま
す
ま
す
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
が
想
定

さ
れ
る
。
ト
コ
ジ
ラ
ミ
に
関

す
る
保
険
は
宿
泊
施
設
に
必

要
な
保
険
と
な
る
だ
ろ
う
。

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
豪

雨
災
害
な
ど
の
大
規
模
な
自

然
災
害
に
対
す
る
備
え
も
必

要
と
な
る
（
表
の
③
）
。
台

風
災
害
、
豪
雨
災
害
な
ど
で

建
物
に
被
害
が
発
生
し
た

際
、
建
物
へ
の
保
険
は
火
災

保
険
で
カ
バ
ー
と
な
る
が
、

火
災
保
険
で
は
通
常
、
営
業

休
止
の
際
の
逸
失
利
益
の
補

償
は
な
い
。
そ
こ
で
、
罹
災

り
さ
い

後
の
営
業
再
開
ま
で
の
一
定

期
間
、
休
業
せ
ざ
る
を
得
な

い
場
合
の
損
失
利
益
を
補
償

す
る
保
険
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連

保
険
の
補
完
保
険
で
用
意
し

て
い
る
（
災
害
休
業
あ
ん
し

ん
保
険
）
。

ま
た
、
１
月
の
能
登
半
島

を
は
じ
め
、
近
年
地
域
を
問

わ
ず
各
地
で
地
震
が
発
生
し

て
い
る
。
地
震
保
険
は
火
災

保
険
に
付
帯
し
て
加
入
す
る

保
険
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
地
震
保
険
も
建
物
に
対
す

る
保
険
で
あ
り
、
営
業
休
止

等
の
際
の
損
失
利
益
を
カ
バ

ー
す
る
保
険
で
は
な
い
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
で
は
、

一
定
規
模
の
地
震
に
備
え
る

保
険
と
し
て
「
事
業
継
続
あ

ん
し
ん
地
震
保
険
」
も
取
り

扱
っ
て
い
る
。
建
物
に
被
害

が
な
く
て
も
、
電
気
、
水
道

な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
寸
断
や
、

鉄
道
、
道
路
な
ど
の
交
通
基

盤
遮
断
に
よ
り
営
業
休
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
に

も
、
事
業
継
続
資
金
と
し
て

保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。

上
記
の
二
つ
の
保
険
は
、

「
ど
こ
で
も
起
こ
り
え
る
自

然
災
害
か
ら
経
営
を
守
る
」

保
険
と
し
て
、
加
入
を
検
討

し
た
い
。

さ
ら
に
、
近
年
高
ま
っ
て

い
る
労
務
管
理
リ
ス
ク
（
パ

ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
マ
タ

ハ
ラ
行
為
に
対
す
る
管
理
責

任
や
不
当
解
雇
等
に
よ
り
、

企
業
、役
員
、管
理
職
等
が
、

法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を

負
う
）
に
つ
い
て
は
、
事
業

主
や
経
営
者
が
安
心
し
て
経

営
に
専
念
で
き
る
よ
う
「
雇

用
関
連
賠
償
責
任
保
険
」
を

用
意
し
て
い
る
（
超
Ｔ
プ
ロ

テ
ク
シ
ョ
ン
保
険
）
。

ま
た
、
昨
今
の
ニ
ュ
ー
ス

で
報
じ
ら
れ
る
「
従
業
員
や

退
職
者
に
よ
る
個
人
情
報
の

持
ち
出
し
（
漏
え
い
）」や
サ

イ
バ
ー
攻
撃
リ
ス
ク
に
も
、

「
サ
イ
バ
ー
事
故
あ
ん
し
ん

保
険
」
を
提
供
し
て
、
事
故

発
生
時
の
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク

調
査
や
再
発
防
止
策
に
か
か

る
費
用
を
補
償
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
は
、
旅

館
・
ホ
テ
ル
の
経
営
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
保
険
の
パ
イ
オ
ニ

ア
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
宿

泊
施
設
に
寄
り
添
い
、
経
営

の
安
定
に
資
す
る
提
案
（
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）
を
推
進

し
て
い
く
。




